
岸
田
再
改
造
内
閣
の
副
大
臣
26
人
と
政
務

官
28
人
の
合
計
54
人
の
中
に
女
性
が
１
人
も

い
な
い
こ
と
に
批
判
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
１
年
に
副
大
臣
・
政
務
官
の
制
度
開

始
後
、
「
女
性
ゼ
ロ
」
は
初
め
て
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
閣
僚
で
は
女
性
５
人
を
起
用

し
過
去
最
多
と
並
ぶ
と
す
る
も
の
の
、
副
大

臣
・
政
務
官
が
一
人
残
ら
ず
男
性
と
い
う
状

況
は
あ
ま
り
に
も
異
常
で
す
。
首
相
は
組
閣

後
の
記
者
会
見
で
女
性
議
員
の
活
躍
促
進
を

「
最
重
要
課
題
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、
「
看

板
倒
れ
」
と
言
う
他
あ
り
ま
せ
ん
。

不
十
分
な
目
標
か
ら
も
遠
ざ
か
る

副
大
臣
と
政
務
官
は
閣
僚
と
合
わ
せ
て

「
政
務
三
役
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
副
大

臣
は
閣
僚
が
い
な
い
時
に
職
務
を
代
行
し
、

政
務
官
は
各
省
庁
の
政
策
分
野
で
閣
僚
を
補

佐
す
る
な
ど
し
ま
す
。
昨
年
８
月
の
岸
田
内

閣
の
前
回
改
造
時
の
女
性
は
閣
僚
２
人
、
副

大
臣
４
人
、
政
務
官
７
人
で
、
政
務
三
役
に

占
め
る
女
性
の
比
率
は
約
18
％
で
し
た
。
今

回
は
政
務
三
役
の
７
％
た
ら
ず
に
落
ち
込
み

ま
し
た
。

松
野
官
房
長
官
は
、
閣
僚
な
ど
を
含
め

「
全
体
で
多
様
性
に
も
配
慮
し
、
適
材
適
所

の
人
事
」
と
主
張
し
ま
す
。
女
性
不
在
と
い

う
全
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
な
い
人
選
を
「
適

材
適
所
」
と
正
当
化
す
る
感
覚
も
国
民
の
意

識
か
ら
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
６
月
に
公
表
し

た
２
０
２
３
年
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
で
日
本
は

１
４
６
カ
国

中
１
２
５
位

と
大
き
く
立

ち
遅
れ
て
い

ま
す
。
と
く

に
低
い
の
は

政
治
分
野
で

１
３
８
位
と

最
低
ク
ラ
ス
で
す
。
こ
の
打
開
こ
そ
政
治
の

大
き
な
責
任
な
の
に
、
今
回
の
副
大
臣
・
政

務
官
人
事
は
重
大
な
逆
行
で
す
。

20
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
５
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
は
、
政
治
分
野
な
ど
で
指

導
的
地
位
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
「
20
年

代
の
可
能
な
限
り
早
期
に
30
％
程
度
」
に
す

る
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
不
十
分
な
目

標
か
ら
も
遠
ざ
か
る
ば
か
り
で
す
。

差
別
と
偏
見
を
助
長

岸
田
首
相
が
女
性
閣
僚
に
つ
い
て
「
女
性

な
ら
で
は
の
感
性
や
、
共
感
力
」
な
ど
に
期

待
す
る
と
語
っ
た
こ
と
も
大
問
題
で
す
。
女

性
と
い
う
属
性
で
ひ
と
く
く
り
に
し
て
役
割

を
求
め
る
固
定
観
念
に
も
と
づ
く
偏
見
と
差

別
を
助
長
す
る
発
言
で
す
。
自
民
党
女
性
局

も
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
「
女
性
な
ら
で
は
視
点
」

を
強
調
し
て
お
り
、
同
党
の
姿
勢
自
体
が
問

わ
れ
ま
す
。

政
治
分
野
を
は
じ
め
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
社
会
の
実
現
を
阻
ん
で
い
る
の
は
、
家

父
長
制
の
古
い
価
値
観
に
固
執
す
る
古
い
自

民
党
政
治
で
す
。
新
し
い
政
治
へ
の
転
換
が

不
可
欠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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住民こそ主人公・住民のための市政を

副
大
臣
・
政
務
官
に
女
性
は
ゼ
ロ

「
活
躍
促
進
」と
は
口
先
だ
け



三
角
山
（
標
高
五
一
五

Ｍ
）
は
、
青
野
原
へ
行
く

手
前
の
「
前
戸
集
落
」
の

後
に
三
角
形
に
見
え
る
三

角
形
の
小
高
い
山
で
す
。

登
り
口
は
主
に
梶
野
か
ら
鳥
屋
へ
抜
け
る
道
路

の
途
中
に
登
山
口
が
あ
る
が
、
今
回
私
は
前
戸

集
落
か
ら
直
接
登
ろ
う
と
集
落
の
中
を
歩
い
て

行
く
と
、
神
社
を
見
つ
け
た
。
神
社
か
ら
は
た

い
が
い
山
へ
向
か
う
道
が
あ
る
と
考
え
、
神
社

に
安
全
祈
願
を
し
て
裏
手
を
見
る
と
、
踏
跡
が

山
へ
続
い
て
い
た
。
少
し
ヤ
ブ
っ
ぽ
く
あ
ま
り

歩
か
れ
て
い
な
い
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
少
し

行
く
と
急
に
山
肌
を
登
る
よ
う
に
な
り
、
直
登

に
息
を
切
ら
し
て
約
一
時
間
で
山
頂
に
着
い
た
。

付
近
に
は
テ
レ
ビ
神
奈
川
の
中
継
ア
ン
テ
ナ
と

相
模
原
市
の
防
災
無
線
の
ア
ン
テ
ナ
が
建
て
ら

れ
て
い
た
。
昔
は
も
っ
と
眺
め
が
あ
っ
た
だ
ろ

う
が
、
今
は
木
立
に
囲
ま
れ
て
眺
め
は
き
か
な

か
っ
た
。
三
等
三
角
点
が
あ
り
、
山
名
と
標
高

を
記
し
た
標
識
が
あ
っ
た
。
以
前
初
め
て
登
っ

た
時
は
春
で
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
の
黄
色
や
ミ
ツ

バ
ツ
ツ
ジ
の
紫
色
、
ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
の
花
な
ど

き
れ
い
で
し
た
が
、
今
日
は
曇
り
空
か
ら
急
に

ア
ラ
レ
が
バ
ラ
バ
ラ
と
降
っ
て
き
た
の
で
来
た

道
を
戻
っ
た
。
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山

津
久
井
の
低
山
⑦

三
角
山

本村市政の
今を問う

９
月
23
日
、
「
平
和
で
豊
か
な
相
模
原
民
主

市
政
を
つ
く
る
会
」
の
主
催
で
、
標
記
の
市
政

学
習
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

中
屋
重
勝
代
表
委
員
は
基
調
報
告
で
、
加
山

市
政
を
変
え
て
市
民
要
求
を
実
現
す
る
と
い
う

公
約
で
本
村
賢
太
郎
市
政
が
誕
生
し
た
が
、
２

０
２
１
年
に
「
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
を

作
成
し
、
市
民
要
求
に
そ
む
く
市
政
を
次
々
推

進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
。

住
民
代
表
か
ら
は
●
南
市
民
ホ
ー

ル
存
続
を
求
め
る
運
動
●
中
山
間

地
域
の
診
療
所
存
続
を
求
め
る
運

動
●
大
西
大
通
り
線
新
設
反
対
運

動
に
つ
い
て
経
過
や
近
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

住民の目線からの
市政学習交流会

千木良診療所の存続を求める運動

について報告する太田顕さん


